
　

大
阪
市
を
廃
止
・
解
体
す
る

「
特
別
区
設
置
協
定
書
」
の
賛

否
を
問
う
住
民
投
票（
５
月
17

日
）に
向
け
、
大
阪
市
主
催
の

住
民
説
明
会
が
14
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
同
日
午
前
、
大
阪

市
浪
速
区
の
浪
速
区
民
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
た
第
１
回
目
の
説

明
会
に
は
約
３
５
０
人
が
参

加
。
橋
下
徹
市
長（
大
阪
維
新

の
会
代
表
）が
「
僕
の
問
題
意

識
が
正
し
い
か
を
考
え
て
ほ
し

い
」
と
持
論
を
展
開
し
た
の
に

対
し
、
参
加
者
か
ら
は
「『
協

定
書
』
の
説
明
会
の
は
ず
な
の

に
、
維
新
の
会
の
説
明
が
前

面
。
誘
導
で
は
な
い
か
」
な
ど

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

住
民
説
明
会（
１
回
２
時
間
）

は
大
阪
市
民
が
対
象
で
、
今
月

26
日
ま
で
計
39
回
開
く
計
画
。

「
協
定
書
」
の
内
容
な
ど
を
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
大
阪

市
民
に
全
戸
配
布
）に
基
づ
い

て
大
都
市
局
が
説
明
。
橋
下
氏

は
「
二
重
行
政
の
解
消
で
税
金

の
無
駄
遣
い
を
や
め
る
」「
２
６

０
万
人
の
大
阪
市
で
、
選
挙
で

選
ば
れ
た
ト
ッ
プ
が
僕
１
人
で

は
、
住
民
の
声
を
十
分
に
聞
け

な
い
」
な
ど
と
述
べ
、
持
ち
時

間
を
10
分
も
超
過
し
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
２
時
間

（
の
説
明
）で
判
断
し
ろ
と
い
う

方
が
問
題
」「
二
重
行
政
と
言
う

が
、
大
阪
市
、
大
阪
府
の
政
策

の
誤
り
で
は
な
い
か
」
な
ど
の

疑
問
が
続
出
。
橋
下
氏
は
話
を

す
り
替
え
た
挙
句
、「
僕
の
説

明
会
で
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
く
の
で
は
な
い
」
な
ど

と
言
い
放
ち
ま
し
た
。

　

大
阪
市
東
成
区
か
ら
参
加
し

た
楠
田
る
み
さ
ん（
66
）
は
、

「
市
長
１
人
で
は
な
く
、
５
人

の
特
別
区
長
を
選
挙
で
選
ぶ
の

が
住
民
自
治
だ
と
橋
下
氏
は
言

い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
直
接

市
長
や
区
長
に
で
は
な
く
、
職

員
や
議
員
を
通
し
て
要
望
し
ま

す
。
逆
に
、
橋
下
氏
が
議
会
な

ど
を
無
視
す
る
独
裁
的
な
や
り

方
が
は
っ
き
り
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
会
場
前
で
は
「
明

る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る

会
」「
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
」

が
「
大
阪
市
解
体
は
ノ
ー
」
と

宣
伝
し
ま
し
た
。

５月の住民投票に向けて開かれた「特別区設置協
定書」の住民説明会＝14日、大阪市浪速区内

〝
僕
の
説
明
会 

意
見
聞
く
場
で
な
い
〟

大
阪
市
の「
協
定
書
」説
明
会 

橋
下
氏
が
暴
言

説
明
乏
し
く
維
新
の
主
張
繰
り
返
す

shikai
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